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た。 それは， 何よりも，現代資本主義論や， 国家独占資本主義論において，
「経済的国家」論に誤った典型があらわれたために方法論上の反省をうながさ
れたことにもよるが， より基本的には， 宇野経済学との方法論争の中で， 経
済科学そのものの階級性を認めるかどうかをめヤヮて論争し，古典経済学の階
級性の分析を通じて経済学体系における「国家」論に接近したからである。古
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典経済学の国家論における「階級性」が暴露され，国家を富の生産のための単
なる手段とみなすプノレジョア的限界が一旦あきらかにされるならば，プノレジョ
ア社会の国家形態への総括とは，階級的矛盾の政治的な解決形態， すなわち，
ブルジョアクーによるプロ V タリアートの抑庄機関としての国家による「総括」
以外には考えることができず，土台と上部構造の相互作用の中で，プノレジョア
社会の「総括」を規定せざるを得ないことを知るであろう。
この「総括」は，工場内における権威者としての資本家が，その権威を高め
れば高めるほど，社会的には無政府性のみが生産の規制者となるとしづ資本主
義の一法則によって現実の裏付壱与えられる。農奴制や奴隷制と異なり，資本
体制生産は，直接的生産過程における政治的，あるいは神政的権威を否定する
ことによってのみより急激な発展をとげ得た以上，生産の総括者としての国家
はもはや存立する余地はない。したがって，競争と無政府性，そこから不可避
的に生みだされる階級的矛盾壱反映した上部構造としての固家だけが，政治的，
階級的にプノレジョア社会壱「総括」するのである。
結論 「ブノレジ .7社会の国家形態への総括」とは，政治的，階級的なプ
ルジ宝ア国家，上部構造のーっとしての国家権力によるブルジョア村会の「総
括J以外のものではない。
これは第ーに，古典経済学の国家論が国家を富の生産のための単なる手段と
みなした点を批判すれば不可避的に到達する結論であり，第二に，農奴市lや奴
隷制と異なる資本制生産の特徴，直接的生産過程における資本の権威の強化に
立って無政府性のみが生産の規制者となるとし、う特徴から不可避的に到達しう
る結論である。従来，信用制度，資本主義的改良，本源的蓄積における国家の
経済的力能などがブノレジョア社会の国家形態への総括における出発点だと主張
されてきたが，これらはいずれも古典経済学的限界，すなわち，富の生産のた
めの単なる手段として国家をみなすという限界内においての主張であり，副次
的要素にとらわれて，プノレジ .7社会の基本的な規定性=階級的矛盾を根本に
おきえない謬見である。
